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8．500　一〇．31　一〇．4　一Q；3　一〇3
7．400　一〇．06　一〇．6　一〇．6　一〇．6
G．5ee　十〇．23　一1．2　el．2　一1．0
6．000　十〇．40　一1．5　一一1．er，　一IA
5。5CO　　十〇．59　（一1護）X＿1βノ　　＿1．8
5・050　’一f－O．85　一2．6　．2・4　一2．4
4．6’Ce　十1，？2　一3．9　一3，6　一3，9・
4．b）　OO　十1．62　一5．7　？　一5．2　？　一5．4
　この表の第四行itEddigntonの質量光
度の關係S結んで叙上の公式から誘欝さ
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れ7：ものであり，之な覗光度に換算し7こ
ものが次の行である．このデータ巨全ぺ
て星團に鵬さねセフエイドにのみ關する
次の行i■ShapleyがMt．　Wilseti　Centributlon
t51に與へ7こ生まの親光度週期法則でt
主tしてMagellanic　Clouds及び球状星雲
t：在るセフエイドに基く・類似の結果ば
下汐光度の計算櫨及び観測値：に封しても
見える・
　セブエイド攣光星に現れる問題の一つ
（t一一日よりも短い周期々持つ．た所謂星團
型攣光星E長週期のものEの間の二連で
あろ・この間”di　［Z關してShapleアに第三の
論文で論じて居る・例へば星團tU　Centauri
には一日より短い週期た持つ76個の攣
光星があろ・これらば週期，形及び攣光
涯域の著ろく異る三種の光度曲線に分類
できる・a，b，cで記されるこの三種ばそれ
ぞれO，586，0，752，0．395の李均週期秘持
つが，その雁均の見掛の爲眞光度ば13，55，
13，54，13，61である・即言光度ば週期には
無關係に一定の様である・この結果艮M9，
M5及M15に在る星團型攣光星の観測か
らも支持されノて梱る．　然ら［／“P／P＝＝con一
・撚或ほPが．型　4（A壁面醸副贋
　　　　　　　y
量）に比例すns　Sすれば勿ち困難に會す
る。質量が異る定してPの開きた暑党明ぜ
んtすれば質ts（：5－1程度の開き々許さ
ればならぬ・これば同じ翼光度た持つ7こ
Aタイプの星に凹して認められて居る概
念亡ば矛盾する・又Aの差異によってP
た三明dんオすれば同一の眞光度な持す
る7こめにに表面光度（：約一等級の開き4・
認むるみ9要：する・然る［：Henry　Draper
”Cata工ogue　l＝含まれブこ銀河系内　乏）短週期
認り襯測の示す結果に次の如し
挙均の
週　期
　O，38
　0，49
　0，59
亭均のス
ペクトル
Aorig
A5，6
A6s5
撒??
　このスペクト．ルの差異it表im光度に於
けろ所要の開きを言覚明すろに［工足らな
い，ShapleyによればM5及びM15に在
る星に封してもZP均の週期にば大きな彫
工があるのに色指数の開き巨同様に僅小
である、
　yx［：0，3より　0，S日【：及』ミ週廻罰こ亘って：
歎度の定常fe示すのlip〆ff一＝・…t・nt
なる形式ズレ持つ法則1こよつてじt説明しtf尋・
ぬ様に思1贈れる・唯一の逃路ミ云へばそ
の密度分布の相違によって週期が丈配さ
れミ見ろ位のものであらう・
　これらの研究に未だセブエイド攣光星
存草平に巨設萌して居らぬ．併し乍ら實
に最後の解決への補助ミなろ・面懸こに
魏測のデータた槍し他方にに理論芝の比
較によリ或に不灘1足な假定か除去して．・
この攣光性のスペル｝）レvその他の特性
itir’知るよすカ；zSlなしナこ・種々の黒占より見
てこれが憂光の物理的原因か嚢駁するの
lt重要であみ　してShaPleyの第一の論
丈に∫旺へられナこ様な魎切なデータな蓄積
し一方物理學の法則た注意深く天仁に鷹
用すれば必ずや遠からずして満足な解決
に導くであらう・（∫・　Jackson）
　　　　Nebliumスペクトル
　天斯歌星雲のスペクトJレに見ゆる数本
の強い線の起源に長い間未解の問題tし
K分光學者にtつて面白い競究の封象の
～つであった・この所謂Nebliumのスペ
ル5，レに今でに何か蝦定的の原素に由來
するもの亡は考へられない．部ち種々の
雑 報 47
?
鮎から見てこの線に或ゐ輕い原子が特種；ソベル1㍉二個に（2s）に，二個it（2p）【：
の妹盟に於いてのみ，恐らくlt星雲に於
けるが如く密度の極めて低い時にのみ輻
射し得るのでになからうかミ云ふ事it殆
んご明かになって來ナこ・
　昨秋のNature（lg17・Oc亡・1）及びPacific
のpublificationにCalifornぬの1．S．　Bowen
itこの問題に關し面白い意見奄獲表して
居る・彼によればNebliu職の線に窒素及
．び酸素の一重乃至二重にわレナン化しf二
原子がMetastableの訣禮からより低い
leve｝1：移る時に輻射するピ考へるので
ある・元來m・t・st・b1・の歌劇in・・m・1な
歌：膿よりはエネルギーが高いのであるが
量子論によればこれから移るのば吸牧に
よつてのみ可能であって光な放って直接
norma1なIevelに復するめ［1不可能で
にないが極めて稀である・即ち髭駿膿
の乎均壽命ば極めて長いのである・故に
實心室の條件にあってば衝突間の蒔直it
秒の小さな分付（地球．ヒでば幽來るだけ
眞空・しても煮。秒罐・ない）・・過ぎ
ないから，’m　tastableの原子ii：周圃の原
子t衝突なして光な輻射する事なくより
低い封是聲豊！こ落：ちて終3、（第二種の衝突）．
併しながら星雲に在ってに遙かに稀薄で
あろから衝突間の呼間に遙かに長い（104
－107秒）・でこれらの原子もその験禮問
のエネ）op“　一差に相書しナこ輻射彪放って
貞獲的に低レベ，レに復する機會為持ち得
るのである．
　星雲lll高度［：イナン化しf：窒素及び酸
素のよく知られテこスペクトルた見ぜる・
でこれらの原素がPIV）この未知の線の
起源だ定考へるのlt自然でめる・
　NU及びOIIIの如き六個の電子奄持つ
原子に在ってば普通の歌髄でに二個［t　iS
配列されみHundの理論によればこの
配列（t3P，iD及び］S，　term為生すろ．
この中最低のものな除いてにmetaStable
である・即ち相互［：移るもazimuthの量：
子数に憂化［エない・OIIの2個（2s）及び3
個（2P）の電子のnor畑1な配列114S，2D及び
2Pのtermた作る．
　これらのterm問の跳移による線の振
．動数回二つの場合にのみ嚴密に計算でき
る．OIIIのiD一一1S及OII　tD2P－L’Pこれで
ある・計算されナニ振動数匡22916及び
13646で之々波長で表liぜぱ4362，54A．
U，及び7326．2A．U．ミなる・強いNeblium
のスペクトル線の中二つに4363．21A・U
及び7325A・U・に現れて居ろのでそのつ
れ匡大きな實瞼的誤差かち見ればよく一
致して居うものビ考へられる・
　その他のグループi：ついてば幾分ラフ
でばあるがBowenのものし得た結果ば次
の如くである，
入
7S25．0
6583．6
654S．1
5006．84
a958．91
4363．21
37・28．91
3726．16
Souree
OII
NII
NTII
OII工
OIII
OIII
OII
OII
S ries　Dleslguatlon
??????????? ?? ?．?????
　　　小目痙反射望蓮鏡について
　自分ば度々2乃至3吋雫の反射面蓮鏡の
能力について質問を受けた・質問の内容
に，頭力・ら3μrf位のtJ、反射≦慧蓮鏡it問【：合
［1ないSか，或に反射鏡に反射率が低く
奉面鏡があるので3吋で2吋屈折位め集光
力より無いだらう等の事であるが鍍銀め
es， 雑 i轍「
不便を除いて・屈折に比し数分．ノーの旧
格で趣ろのであ．るカ．ら。廉く巨儒來るな1
ら作って見てに如何であらうミいふ考で
先づ唐有の3吋から手たっけた・三門の
光点會杜のカタログを見る亡最小口径の
反身土工1σセンチ（4吋）であって三二標準
でば4叶雫ば題常最小である・もつミも
3吋反射の廣告炬見ナこ事もあ》，乱用に僕
煙られて居ろ事も知って居る・．自分の3吋
it去る4月から蓮績．して太陽紅焔の分光
曇纈濱咀ご使用し’て満足すべ：・｛）結ge）5e得甲て
居みこれから3吋存数箇作って後に製
作上の多少め困難があり，3吋孕の方が設
計上好都合であるので十数箇も作っナニ．
　前説の檬な質問［t小一嘉応いす二事も使
っナこ事もない人の言ふ事である・：先づ第
一に集光力から言へば小口径の屈折でも
100％の集光力為すうものでlt7Sい・色潰
の四面で可なり．の光力が失ばれ・硝子材
でも可なり吸牧ぜられろ・普通の3吋で
集光量itほy“，透光量97％・反射光16％
t見て（フナーゲ，レ氏）ほy“　81％ミ考へて
よからう・しかろに試しい鍍銀面の鍍銀
鏡ttg5％の反射率な持って居うが、凹面
鏡ε亭面で二画反射ぜられ，更に最初に
尉鏡で可なりの幽々失ふ。斜鼻による損
失に申口径でit約5％であるが・3吋及び
3吋牛では平均22ミリの挙面た使ひ・更：
に支持金具による損失な加へるs15％S
いふ可なりの：量になる．郎ち纏量ii
　反勇絹傘95多5　　・85×・95×息5二77ヲ6
　古い銀90％　．85×・90×・90．．“69％
　結局e／普通の條件で3八反：射（工3吋屈折
俘）約10％集光量が少・璽見てよからう・
（低倍血脈犠牲にして13ミリ位の山雨た
痩へば蛤んご同￥である）實瞼陶に筆看
力；最良の屈折1ビ眼親上より上ヒ回しナ：所lt
ホみ言，鴨らかに口径で約4ミ”反心が
淡いであ．るから76ミ1）（3・0吋）の屈折
・・e・・（・｛　Rrk）娠躯眺量であ・・
定考ぺてよからう・少なζSも反射［t光
：量に嘗てば僅かに劣る・3吋反封で土星衛
星な三ケ乃至四ケ見テ人が少くないから
二流のソンズで（tes劣［t言へない・
　次1傑であるが，二流のソンズぜなれ
ば陽らかに反射が良い・
　言ふまでもなく反射にほ色が出ない．
木星，金星，．月．で1臨格段の差が見える・
京大二丈婁の4吋クノクの逸品を3「吋￥
S同口径藍に絞って比較しすご結果で艮
　反射でに挙颪の影響で・二三の干渉像
の干渉環が強いが中央の星像の圓盤像匡
反射の像が明確であろ・一般に等光の二
重星にほ反射の方がよく，不等光の饗に
ば屈折が良．いが，二重星槻測にに差がな
い250圓程度の低級な三脚屈折に良好な
三門反射より著し、く劣るが・軸壁の巾央
の像に屈折反射に二心．ヒの差はない・同
じハイゲン接眼ソンズを使つナこ場合，日
野の準旦さに反射が劣うから・外観上反
射が劣って見える・之もf8よりf10．に作れ
ば殆んご影響がなく・最良の色消接眼レ．
ンズ存使へば・何れが良いsit言へない・
　反射鏡口：一年に一回位鍍銀ぜと1ばなら
ぬから，鍍銀が面倒だから反射にいやで
あるSいふ人ば最初から働工ぬ方がよい
が・二三無二ぜられて居ナこ小口径反射が
ピ同ロ径屈折の数分1，一躍牛乃至二吋の
屈折ミ同様で・しかも多額でないミすれ
ば，多少の．歓早口：あっ《も用途は充釦あ
るSkLt思，ふ，
　自分lzt口裡は2吋或it2吋牛でも侮ほ費
用の黒占な考へれば作る側直にあるぜ居ふ
能率も3吋反勇疑同じ比働ε思ふ設計
の内容には別の機會に書きtこい．（中村）
